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6月から出水期を迎えます。昨年の台風 10号では、愛知県や岐阜県に線状降水帯の発生

予報も出され、東海地方を始め全国各地で被害が発生しました。今年は、名古屋市及び周辺

地域、矢作川流域に甚大な被害をもたらした平成 12年 9月の「東海(恵南)豪雨」から 25年

の節目にあたります。治水整備は進んだものの、いつまた水害に見舞われるか解りません。 

 この機会に、水害の恐ろしさや水害の教訓を再認識して頂き、事前に地域のリスクを確認

し、来るべき水害に備えて頂くため、近年の豪雨災害記録集「自然に学び、自然に備える 

２０２４」を作成しました。なお、冊子では「東海（恵南）豪雨」を特集しています。 

 

当冊子は、より多くの皆様に活用して頂けるよう、防災イベント等や中部地域の自治体や

高校・大学、図書館などに順次配布します。 

また、自宅で防災を学べるよう電子冊子として中部地域づくり協会のホームページでも 

公開します。（5月 26 日(月)予定）  ＊冊子公開場所（https://ckknet-kenkyujyo.jp/） 

出水期に備え、水害から大切な命を守るため、この機会により多くの皆様に本冊子を活用

して頂ければと考えています。 

 

 

 

 

   

一般社団法人 中部地域づくり協会は、「流域治水オフィシャルサポーター」として、 

流域治水の普及・啓発に積極的に取り組んでいます。 

 

問合せ先 一般社団法人 中部地域づくり協会 地域づくり技術研究所 

所長  犬飼 一博  TEL：052-871-9380 

 ＊中部地域づくり協会は、国土の利用、整備、保全、災害防止などの事業を行い、国土の健全な発展に寄与することを目的とする一般社団法人です。 
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